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耳
鳴
り
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原

因
で
起
き
ま
す
が
、
主
な
も
の

と
し
て
、
耳
の
奥
に
あ
る
内
耳

（
こ
こ
に
は
き
こ
え
に
関
わ
る

神
経
細
胞
が
あ
り
ま
す
）
に
問

題
が
生
じ
た
場
合
と
、
耳
管
狭

窄
（
鼻
と
中
耳
と
を
つ
な
ぐ
管

が
狭
く
な
り
耳
に
空
気
が
通
い

に
く
く
な
る
状
態
）
の
場
合
、

更
に
、
自
律
神
経
の
失
調
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

内
耳
が
原
因
と
さ
れ
る
ケ
U

ス
と
し
て
は
、
ま
ず
、
加
齢
に

よ
る
内
耳
の
神
経
細
胞
の
変

性
・
脱
落
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

以
外
の
要
因
と
し
て
は
内
耳
へ

の
血
流
減
少
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

加
齢
は
止
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
血

流
減
少
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
原
因
と
な
る
高

血
圧
症
・
低
血
圧
症
、
動
脈
硬
化

症
、
高
脂
血
症
ま
た
肩
こ
り
な
ど

を
治
療
す
る
こ
と
で
耳
鳴
り
の
症

状
も
軽
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

耳
管
狭
窄
が
原
因
の
場
合
に

は
、
鼻
か
ら
耳
管
を
介
し
て
耳
に

空
気
を
送
っ
て
や
る
こ
と
で
症
状

が
軽
く
な
り
ま
す
。

内
耳
に
も
耳
管
に
も
異
常
が
な

く
、
不
眠
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
引

き
起
こ
す
自
律
神
経
の
失
調
の
場

合
に
は
、
入
眠
剤
や
安
定
剤
が
有

効
で
す
。
耳
鳴
り
を
訴
え
て
受
診

さ
れ
た
人
に
は
い
つ
か
ら
鳴
り
始

め
た
か
、
耳
鳴
り
に
よ
る
苦
痛
の

程
度
は
ど
の
く
ら
い
か
、
血
圧
に

異
常
は
な
い
か
、貧
血
は
な
い
か
、

不
眠
症
の
有
無
な
ど
聞
い
た
上

で
、
耳
の
中
の
診
察
を
行
い
、
内

耳
の
画
像
診
断
へ
と
検
査
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
た
だ
し
、
検
査

を
し
て
も
必
ず
し
も
異
常
が
見

つ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
も

こ
の
病
気
の
特
徴
で
す
。

耳
鳴
り
は
人
に
よ
っ
て
そ
の

感
じ
方
に
大
き
な
差
が
あ
り
、

鳴
っ
て
い
て
も
さ
ほ
ど
気
に
な

ら
な
い
人
も
い
れ
ば
、一
方
で
、

非
常
に
苦
痛
に
感
じ
る
人
も
い

ま
す
。
耳
鳴
り
が
苦
痛
に
感
じ

ら
れ
る
状
態
が
続
く
と
、
日
常

生
活
に
支
障
を
来
し
た
り
、
睡

眠
不
足
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
う
い
っ
た
場
合
に
は
、
医
師

に
相
談
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

（
三
鷹
市
医
師
会
）

「
耳
　
鳴
　
り
」

三
鷹
市
シ
ル
バ
U
人
材
セ
ン
タ

U
・
三
鷹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

主
催
。
高
齢
社
会
が
急
速
に
進
む

中
、
痴
呆
の
初
期
段
階
か
ら
の
ケ

ア
サ
ポ
U
ト
が
必
要
で
す
。
対
象

は
在
勤
・
在
学
を
含
む
市
民
。

▽
３
月
30
日
Õ
午
後
３
時
〜
４
時

30
分
、
三
鷹
市
公
会
堂
で
。
講
師

は
東
北
福
祉
大
学
教
授
の
加
藤
伸

司
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
三
鷹
市
シ
ル
バ
U
人
材
セ
ン

タ
U
ò
内
線
３
５
３
８

市
で
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

の
健
康
と
ふ
れ
あ
い
の
機
会
提
供

の
た
め
に
、
市
内
の
公
衆
浴
場
に

限
っ
て
利
用
で
き
る
無
料
入
浴
券

（
選
と
評
）

金
田
　
義
直

当
た
り
籤
の
三
等
券
は
抽
出
し
に
し
ま
ひ

忘
れ
て
年
革
ま
る
　
　
　
　
神
宝
満
智
子

【
評
】
作
者
に
と
っ
て
三
等
は
魅
力
の

な
い
商
品
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

年
が
改
ま
っ
て
期
限
が
切
れ
て
み
る
と
、

何
か
損
を
し
た
気
持
ち
に
な
っ
て
来
た
の

だ
。
心
の
揺
れ
が
面
白
い
。

長
病
み
て
仕
舞
ひ
し
ま
ま
の
腕
時
計
螺
子

捲
け
ば
ま
た
動
き
始
め
ぬ
　
浅
野
　
寿
子

【
評
】
病
を
克
服
し
た
喜
び
を
、
動
き

出
し
た
腕
時
計
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る

が
、
淡
々
と
し
て
嫌
み
の
な
い
表
現
が
良

い
。

屋
根
越
し
に
太
陽
の
光
差
し
出
で
て
年
の

初
め
の
悦
び
新
た
　
　
　
　
望
月
　
綾
乃

【
評
】
住
宅
街
で
の
ご
来
光
の
様
子
を

「
屋
根
越
し
に
太
陽
の
光
」と
活
写
し
て
い

る
。
下
の
句
は
日
本
人
の
心
。
共
感
す
る
。

ゆ
っ
た
り
と
焚
火
の
煙
り
棚
引
き
て
収
穫

済
み
し
畑
わ
た
り
ゆ
く
　
　
棚
木
　
玲
子

【
評
】
田
園
風
景
へ
の
郷
愁
だ
け
で
な

く
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
の
流
れ
に
心
を

遊
ば
す
作
者
な
の
だ
。

高
麗
雉
と
教
へ
く
れ
し
は
友
な
り
き
澄
み

た
る
空
に
鳴
き
わ
た
る
声
　
花
輪
　
明
子

【
評
】
高
麗
雉
の
鳴
き
声
に
、
そ
の
名

を
教
え
て
く
れ
た
友
を
思
い
出
し
て
い
る

の
だ
。「
友
な
り
き
」
は
強
い
表
現
だ
が
、

そ
れ
だ
け
忘
れ
難
い
思
い
出
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。

生
ゴ
ミ
を
埋
め
む
と
掘
り
し
庭
隅
に
冬
眠

中
の
蟇
と
出
合
ひ
ぬ
　
　
　
小
野
五
代
子

【
評
】
蟇
が
わ
が
家
に
住
み
着
い
て
い

る
こ
と
は
以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
作
者
。

「
い
な
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
こ
ん
な
と

こ
ろ
に
」
と
言
う
驚
き
が
「
出
合
ひ
ぬ
」

に
良
く
出
て
い
る
。

折
々
に
電
話
か
け
来
て
元
気
か
と
気
遣
ひ

く
る
る
兄
は
八
十
　
　
　
　
松
村
美
恵
子

【
評
】
兄
妹
の
絆
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

情
愛
が
感
じ
ら
れ
る
。「
兄
は
八
十
」
に

は
「
八
十
の
兄
」
よ
り
も
強
い
情
愛
が
籠

も
る
。

三
鷹
短
歌
会
２
月
の
秀
歌

講
演
会
「
痴
呆
の
予
防
と

痴
呆
性
高
齢
者
へ
の

携
わ
り
方
」

こ
こ
ろ
に
関
す
る
悩
み
や
問
題

に
つ
い
て
、
夜
間
に
電
話
に
よ
る

相
談
を
お
受
け
し
ま
す

▽
平
日
の
午
後
５
時
30
分
〜
８

時
、
専
用
電
話
ò
54
―
２
１
６
２

※
４
月
１
日
œ
か
ら
、
専
用
電

話
が
042
―
362
―
２
３
３
５
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

野
鳥
の
糞
な
ど
に
汚
染
さ
れ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

◇
鳥
の
様
子
を
毎
日
よ
く
観
察

し
、
異
常
が
見
ら
れ
た
ら
す
ぐ
に

動
物
病
院
で
受
診
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

液
を
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
乾
燥
　
よ
く
乾
燥
す
る
。

■
夜
間
精
神
保
健
電
話
相
談

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
主
催
。

対
象
は
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
な
さ
ん
。
一
緒
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
お
散
歩
の
途
中
に
で
も
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
毎
月
第
２
金
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
、
ス
ペ
U
ス
・
Ｓ

（
下
連
雀
１
丁
目
）
で
。
お
好
き

な
時
間
に
ど
う
ぞ
。参
加
費
300
円
。

▼
く
わ
し
く
は
同
会
ò
42
―
４
４

６
９
へ
。

◆
こ
も
れ
び
電
話
相
談
ò
42
―
４

４
７
１

ご
家
庭
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
毎
週
水
曜
日
午
前
11
時
〜

午
後
４
時
に
は
、
専
門
の
相
談
員

が
対
応
い
た
し
ま
す
。

こ
も
れ
び

ほ
っ
と

サ
U

ク
ル

〜
Ｓ
・
カ
フ
ェ
で

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か

市
民
の
み
な
さ
ん
が
葬
儀
を
厳

粛
か
つ
安
い
料
金
で
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
市
内
葬
儀
社
の
協

力
に
よ
り
市
民
葬
儀
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

※
４
月
か
ら
市
民
葬
儀
取
扱
指

定
店
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

（
下
表
）。

∞
地
域
福
祉
課
ò
内
線
２
６
１

５

▽
４
月
３
日
—
午
前
10
時
〜
正

午
、
東
京
消
防
庁
立
川
都
民
防
災

教
育
セ
ン
タ
U
（
立
川
防
災
館
）

で
。
対
象
は
１
歳
未
満
の
初
め
て

の
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
の
病
気
や

け
が
に
対
す
る
応
急
手
当
、
人
工

呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
U
ジ
な
ど
。

▼
事
前
に
同
セ
ン
タ
U
へ
申
し
込

む
。
先
着
10
組
。

三鷹市市民葬儀取扱指定店

浅野葬儀社

東葬祭

井の頭２－８－２ 47－5000

上連雀２－５－15 48－2621

新川５－16－10 41－1121

下連雀３－15－15 43－2536

上連雀９－１－８ 49－0141

下連雀３－45－６ 43－0948

新川６－36－38 40－6444

上連雀３－３－23 46－6043

新川４－８－10 48－1413

セレモアつくば

永塚葬儀社

日典

武蔵野葬儀社

東京武蔵農業協同
組合メモリアル
センター

入江式典

沖田ダイイチ

指定店名 住　　　所 電　話

∞
同
セ
ン
タ
U
ò
042
―
521
―
１

１
１
９
・
¿
042
―
523
―
５
１
１
９

・
Ｕ
Ｒ
Ｌ：

http://w
w
w
.tfd.

m
etro.tokyo.jp/ts/tk/tac
hi.htm

‚
前
記
以
外
の
、
41
歳
以
上
で
三

鷹
市
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方

と
、
66
歳
以
上
の
方
（
一
般
健
康

診
査
対
象
）。

※
職
場
な
ど
で
健
康
診
査
の
受

診
の
機
会
の
あ
る
方
は
原
則
と
し

て
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▼
総
合
保
健
セ
ン
タ
U
ò
46
―
３

２
５
４
へ
申
し
込
む
。

三
鷹
市
市
民
葬
儀

取
扱
指
定
店
が

一
部
変
更

を
配
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
市

内
在
住
の
満
65
歳
以
上
で
、
住
民

税
が
本
人
非
課
税
の
方
。

▼
３
月
25
日
œ
か
ら
、
年
齢
を
確

認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
、
シ
ル

バ
U
パ
ス
な
ど
）
を
持
参
し
、
高

齢
者
支
援
室
（
市
役
所
１
階
Í
番

窓
口
）
、
ま
た
は
お
近
く
の
公
衆

浴
場
へ
申
し
込
む
。

申
込
要
件
を
審
査
し
、
４
月
１

日
œ
以
降
、
順
次
該
当
す
る
方
に

郵
送
し
ま
す
。
配
付
枚
数
は
１
人

30
枚
。

∞
高
齢
者
支
援
室
ò
内
線
２
６

２
７

三鷹市内の公衆浴場

春の湯
志乃夫湯
朝日湯
栄湯
神明湯
千代乃湯
のぼり湯

下連雀３－37－12
下連雀７－６－34
上連雀２－７－１
深大寺１－14－31
牟礼３－８－16
井口２－４－31
井口５－５－18

43－5832
電話番号住　　　所浴場名

43－7116
43－1777
32－3057
47－5044
39－1010
31－7645

高
齢
者
無
料

入
浴
券
を
受
付

発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
関
西
地
区
で

の
鳥
へ
の
感
染
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
ま
で
国
内
で
の
人
へ
の

感
染
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。

鳥
か
ら
人
間
へ
の
感
染
率
は
低

く
、
食
用
と
し
て
も
加
熱
す
れ
ば

ほ
ぼ
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
広

域
的
な
対
応
を
行
う
必
要
か
ら
、

東
京
都
を
中
心
に
各
自
治
体
が
連

携
を
取
り
な
が
ら
予
防
対
策
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

に
鳥
類
に
対
す
る
監
視
体
制
が
ひ

か
れ
、
３
月
11
日
に
は
24
時
間
受

付
を
行
う
東
京
都
相
談
専
用
ダ
イ

ヤ
ル「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
110
番
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に
つ

い
て
、市
民
の
み
な
さ
ん
、養
鶏
農

家
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
都
内
で
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
場
合
は
、

東
京
都
家
畜
保
健
衛
生
所
が
養
鶏

場
な
ど
へ
の
立
入
検
査
の
実
施
な

ど
必
要
な
防
疫
措
置
を
取
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
４
〜
６
月
生
ま
れ
の
方

の
健
康
診
査
（
一
般
健
康
診
査
・

若
年
健
康
診
査
・
成
人
歯
科
健
康

診
査
）
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
16
年
度

中
に
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・

65
・
70
歳
に
な
る
方
は
、
希
望
に

よ
り
肝
炎
検
査
（
Ｂ
・
Ｃ
型
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
血
液

検
査
の
１
項
目
と
し
て
行
い
ま

す
）
。
該
当
の
方
に
は
書
類
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
案
内
文
を
ご
覧

新
米
パ
パ
マ
マ
の

応
急
手
当
講
習
会

く
だ
さ
い
。

◆
受
診
期
間

４
月
12
日
Ã
〜
６

月
30
日
Œ

※
次
の
方
に
は
４
月
上
旬
に
市

か
ら
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

fl
平
成
16
年
度
40
・
50
・
60
歳
に

な
る
方
（
特
別
精
密
健
康
診
査
、

歯
周
疾
患
検
診
対
象
）

‡
平
成
16
年
度
70
歳
に
な
る
方

（
一
般
健
康
診
査
〈
肝
炎
検
査
含

む
〉、
歯
周
疾
患
検
診
対
象
）

·
平
成
16
年
度
45
・
55
・
65
歳
に

な
る
方
（
一
般
健
康
診
査
〈
肝
炎

検
査
含
む
〉
、
成
人
歯
科
健
康
診

査
対
象
）

都
で
は
４
月
１
日
œ
か
ら
、
多

摩
地
域
の
保
健
所
を
12
か
ら
７
に

再
編
し
、
地
域
保
健
の
広
域
的
、

専
門
的
お
よ
び
技
術
的
拠
点
と
し

て
整
備
し
ま
す
。

三
鷹
武
蔵
野
保
健
所
で
は
、
引

き
続
き
４
月
１
日
œ
か
ら
、
東
京

都
多
摩
府
中
保
健
所
武
蔵
野
庁
舎

（
通
称
名
＝
多
摩
府
中
保
健
所
武

蔵
野
三
鷹
地
域
セ
ン
タ
U
）
と
し

て
、
業
務
を
続
け
ま
す
が
、
取
り

扱
い
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

∞
多
摩
府
中
保
健
所
武
蔵
野
三

鷹
地
域
セ
ン
タ
U
（
武
蔵
野
市
西

久
保
３
―
１
―
22
ò
54
―
２
２
０

９〈
４
月
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
〉

¿
56
―
０
９
１
１
）
・
東
京
都
多

摩
府
中
保
健
所
（
府
中
市
宮
西
町

１
―
26
―
１
東
京
都
府
中
合
同
庁

舎
内
ò
042
―
362
―
２
３
３
４
・
¿

４
月
１
日
œ

東
京
都
多
摩
府
中

保
健
所
が
発
足

市
で
は
、
「
平
成
16
年
度
版
リ

サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
U
」
を
作
成

し
、
３
月
中
に
市
内
の
全
世
帯
に

配
布
し
て
い
ま
す
（
新
聞
折
り
込

み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。
ま
だ
届

い
て
い
な
か
っ
た
り
、
違
う
収
集

地
区
の
も
の
が
届
い
た
り
し
た
場

合
は
、
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５

３
３
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
U
は
折
り
た
た

ん
だ
状
態
で
Ａ
４
判
、
壁
掛
け
式

で
す
。
日
付
欄
に
は
不
燃
ご
み
、

資
源
物
の
収
集
日
程
が
お
住
ま
い

の
地
区
ご
と
に
記
入
済
み
で
、
可

燃
ご
み
の
日
程
は
ご
自
分
で
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
U
で
ご
み
、
資

源
物
の
出
し
方
を
再
確
認
し
、
ご

み
減
量
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
16
年
度
版

リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
U

市内全世帯のポストにお届け中

４
〜
６
月
生
ま
れ
の
方
の

健
康
診
査
を

６
月
18
日
–
ま
で
受
付

◆
消
毒
回
数
　
消
毒
回
数
は
夏
季

は
月
２
回
、
冬
季
は
月
１
回
が
目

安
で
す
。
飼
育
舎
の
汚
れ
具
合
、

鳥
の
健
康
状
態
、
汚
染
の
状
況
に

よ
り
回
数
を
増
減
し
て
く
だ
さ

い
。み

な
さ
ん
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
異
常
に
気
が
つ
い
た
ら
、
東

京
都
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
「
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
一
一
〇
番
」
ò
03

―
５
３
２
０
―
７
８
０
３
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
含
む
24
時
間
受

付
）
・
三
鷹
市
生
活
経
済
課
都
市

農
業
係
ò
内
線
３
０
６
３
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

ニ
ワ
ト
リ
や
野
外
で
飼
育
さ
れ

て
い
る
鳥
（
ペ
ッ
ト
を
含
む
）
に

つ
い
て
、
健
康
観
察
や
野
鳥
な
ど

の
侵
入
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
消
毒
を
行
う
こ
と
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ニ
ワ
ト
リ
、
カ
ラ
ス
、

野
鳥
な
ど
が
死
ん
で
い
る
場
合
や

様
子
が
お
か
し
い
場
合
は
、
至
急

生
活
経
済
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◆
市
民
・
農
家
の

み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い

鳥
の
飼
育
に
は
清
潔
な
環
境
と

適
切
な
管
理
が
必
要
で
す
。
病
気

の
侵
入
や
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
清
掃
と
消
毒
が
大
変
重
要
に

な
り
ま
す
。

◇
鳥
か
ご
の
周
囲
に
網
を
張
る
な

ど
し
て
、
飼
育
し
て
い
る
鳥
を
渡

り
鳥
な
ど
の
野
鳥
に
接
触
さ
せ
な

い
。

◇
飼
育
し
て
い
る
鳥
の
水
や
餌
が

◆
ペ
ッ
ト
の
鳥
を

飼
わ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

給
水
容
器
、
餌
箱
な
ど
の
器
具

の
消
毒
は
次
の
手
順
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

◇
水
洗
　
洗
剤
な
ど
で
汚
れ
を
洗

い
落
と
し
ま
す
。

◇
消
毒
　
逆
性
石
鹸
な
ど
の
消
毒

薬
を
使
用
書
の
説
明
ど
お
り
に
希

釈
し
、
こ
の
希
釈
液
に
器
具
を
５

分
間
浸
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
水
洗
　
水
洗
し
、
余
分
な
消
毒

◆
飼
育
器
具
の
消
毒
方
法

042
―
360
―
２
１
４
４
）


